
小野直子作 「変形トライアングル」 
 

＜前編＞ 

（音楽） （ラジオの DJ） 

（効果音） （スイッチを切る） 

高藤香モノローグ （ため息）なんかつまんない。何やってもダメ。ひろ子のこと考えちゃってムシャ

クシャするわ。それにしても雄
ゆう

君、わたしとひろ子とどっちが好きかしら。…あ

ーあ、友達同士で同じ人が好きなんて、つらいなぁ。 

香ナレーション わたし、悩める女子中学生。名前は高藤
たかとう

香
かおり

。中学に入ってからできた親友の

牛島ひろ子と、幼なじみの鈴木雄と、ただいま三角関係。こんなの初めての経

験だから、何やっても落ち着かない今日このごろなのです。 

妹 園子 お姉ちゃーん。ラジカセ使ってないなら貸してよ。それから、こないだのユーミ

ンのテープ、早く返してよね。 

香 うるさいなぁ、もう。はいはい、ほーら。 

（効果音） （テープが床に落ちる音） 

園子 投げるなんてひどい！ もう絶対貸さないから。 

香 いいもん。ラジカセ貸さないもん。 

園子 ムー！ 母さんに言うわ！ 

（効果音） （ドアをバタンと閉めて出ていく） 

香モノローグ あーあ、妹に当たることなかったのに…。もうイライラしてるから。そうだ、かな

えさんに電話しよう。かなえさんと話せば、なんとなく気が晴れそうな感じ。 

（効果音） （電話のダイアル音。呼び出し音。） 

白石かなえ （フィルター音）はい、白石です。 

香 もしもし、香です。かなえさんですか？ 

かなえ （フィルター音）あ、香ちゃん。どうかした？ なんだか浮かない声ね。 

香 うん。ちょっとお話があるんですけど…。 

かなえ （フィルター音）じゃあ、香ちゃん。もしよかったらうちに来ない？ 今、わたし一

人だから、ゆっくりお菓子でもつまみながら話を聞くわ。 

香 いいんですかぁ？ 

かなえ （フィルター音）どうぞ どうぞ。それに電話じゃ話しづらいんじゃない？ 

香 ええ。じゃあ、今から伺います。 

かなえ （フィルター音）気をつけて来てね。じゃあ。 

香 はーい。 

（効果音） （受話器を置く音） 

ナレーション この優しい声の持ち主、かなえさんはちょっとしたヴァイオリニスト。3年前に結



婚して近所に住むようになってからの付き合い。クリスチャンで、なんとなくす

てきで、いつも相談に乗ってくれる、本当に優しい人なのです。 

香 ごめんください。香です。 

かなえ いらっしゃい。さあ、こちらへどうぞ。今、ジュース持ってくるわ。 

香 すみません。 

香モノローグ なんて言って話そうかなぁ。あったこと、思ったこと、全部素直に話せるかなぁ。

三角関係だなんて、かなえさん、ヘンに思わないかなぁ。こうして来てはみたも

のの…。（ため息） 

かなえ はい、これ、わたしが焼いたクッキー。食べてみて。 

香 どうも。でも、なんか食欲なくて。 

かなえ まあ。香ちゃんにしては珍しいわね。何か悩み事なんでしょ？ さては恋の悩

みかな？ 

香 かなえさんって、鋭いですね。 

かなえ （笑い）香ちゃん、中 3 だっけ？ 青春時代突入ね。それで一体どうしたわけ？ 

そんなに元気がなくなるほど、何があったの？ 

香 そう。複雑なの…。 

ナレーション わたしはかなえさんに一部始終を話すことにした。 

香 かなえさん、雄君って知ってるでしょう？ 

かなえ ええ、鈴木さんちの雄君でしょ？ 知ってるわ。なかなかのハンサムね。 

香 そうなの。なかなかのハンサムなのよね。わたしね、近所に住んでるから幼な

じみなの。小さいころなんてちっともそうじゃなかったのに、中学3年になったら

がぜん光ってきて、今、同じ中学なんだけど、ちょっと気になる存在なの。とこ

ろが、わたしの親友のひろ子も同じ気持ちらしいんですよ。きっかけはね…。 

（音楽） （回顧のブリッジ） 

（効果音） （終業のベル） 

牛島ひろ子 ねえ、香。体育館行かない？ 

香 行ってもいいよ。 

ひろ子 行こ 行こ。 

香 体育館になんの用事？ 

ひろ子 あ！ 

香 ねえ、体育館行くんでしょう？ 早く行こうよ。 

（効果音） （テニスの練習風景） 

香モノローグ ヘンなひろ子。テニス部に好きな子でもできたかなぁ。一体だれを見てるのか

しら。 

鈴木雄 あ、おーい、高藤！ 「こないだはどうも」って、うちのおふくろが伝えとけって。

なんか、ごちそうになったとか。 



香 あ、おばさんね。いいえ、どういたしまして。雄君、テニスうまそうね。１年の時

からやってるんでしょ。 

雄 まあね。でもそれほどうまくないよ。じゃあ、練習中だから。 

香 頑張ってね。 

ひろ子 今の人、３Bの人でしょ？ 香、友達なの？ 

香 うん。鈴木雄君。近所で幼なじみなんだ。小さいころはよくケンカばかりしてた

けど、しばらく見ないうちに大きくなってたんで、驚いちゃった。前は、わたしよ

り背がちっちゃくて、キャンキャラ声だったのに。テニスも、中学２年の時、もう

全国大会に行ったんだって。それに、割合優しくて、小さい妹がいるの。その

子の面倒とかよく見るみたいよ。こないだ、自転車の後ろに乗せてたわ。 

ひろ子 ふーん。雄君。鈴木雄君っていうんだぁ…。 

（音楽） （ブリッジ終わる） 

香 多分、前からひろ子は雄君を“いいな”って思ってたんだと思うんです。この時

から、話題の中に雄君が何度も出てくるようになって、放課後なんかも、２人で

テニス部の練習見に行ったりして…。 

かなえ ふーん。ひろ子さんんて、どういう女の子なの？ 

香 ひろ子って、明るくって、すごくわたしと気が合うの。中１の時から同じクラスで、

いろんなこと正直に話し合える、そんな友達。親友と思ってるんです。 

かなえ そう。ね、香ちゃんは雄君をどういう風に好きなの？ 

香 どういう風にって言われても…。うーん、わたしは以前からずっと好きだったっ

てわけじゃなくて、やっぱり最近かな。ひろ子に、いろいろ雄君の話しているう

ちに、自分でも、雄君のよさっていうか、なんかそんな発見があって、いつの間

にか魅
ひ

かれてたって感じです。 

かなえ ふーん、なるほどねぇ。それで？ 

香 わたし、このこと、ひろ子に話そうか、話すまいかって迷ってるんです。ひろ子

の気持ちすごく分かるし、きっと言ったらショックだろうなぁって思うし…。でもひ

ろ子ったら、わたしに本心言わないんです。それなのに…。 

かなえ それなのに？ 

香 こないだ、こんなことがあったんです。 

（音楽） （回顧のブリッジ） 

ひろ子 ねえ、香。鈴木君の家って、ここから近いの？ 

香 その２軒向こうの青い屋根の家よ。 

ひろ子 ふーん。 

香モノローグ 行ってみたいなら、そう言えばいいのに。ひろ子、どうしてわたしに言わない

の？ 白々しい。わたしの思いに気づいてるのかしら。 

香 ひろ子、ちょっとコーラ買いに出ない？ 



ひろ子 え？ あ、行くわ。 

香モノローグ ひろ子ってば、今日、わたしの家に遊びに来たのも、きっと雄君の家を知りた

いからなんだわ。 

香 ひろ子、ここよ、雄君ち。 

雄の父 あ、香ちゃん。元気かい？ 久しぶりだねぇ。 

香 こんにちは、おじさん。ほんとに久しぶりです。 

雄の父 雄に用事かい？ （奥に）雄、雄！ 

香 あ、おじさん。通りがかっただけですから。 

雄 （奥から出てくる）何、父さん？ あ、高藤じゃん。なんか用事？ 

香 べ、別に用事じゃないの。この子、牛島ひろ子。顔は知ってるでしょ。わたしの

親友よ。 

ひろ子 こんにちは。 

雄 あ、どうも。 

香モノローグ わたしって、何バカなことしてるんだろ。まるで裏目に出てる感じ。本当はひろ

子と雄君を会わせたくないのに。これじゃあひろ子の思うままじゃない。 

（音楽） （ブリッジ終わり） 

香 その時のひろ子、本当にうれしそうで、わたしの家に戻ってからも、一人で機

嫌よくして、わたし、それを見ると余計ムシャクシャしてしまって。なんだかそう

いう自分が情けなくて。親友だなんて、本当はちっともそうじゃないって分かっ

たんです。わたしはわたしで、ひろ子に敵対意識を持って、少しもよいことをし

ようとしていないんです。以前は、ひろ子だって、わたしだって、なんでも話し合

えたのに。今は、好きな人のこと、互いに黙って探り合っているようで、とっても

イヤな感じなんです。雄君は、こんなことちっとも知らないらしくて、いつもと変

わりない対応なんですけど。わたし、この際、言ってしまおうかと思って、雄君

に。「好きです。わたしと付き合ってください」って。なんか、もうひろ子との友情

なんて…。 

かなえ ちょっと ちょっと待って。香ちゃん、お話聞かせてもらって、あなたの気持ちよ

く分かるわ。でもわたし、今、香ちゃんが考えてることって、そんなに簡単に行

動してはいけないことだと思うの。ねえ、“好き”ってどういうこと？ “付き合う”

ってどういうこと？ 相手がどう思ってるかも確かめないで、自分の気持ちを満

足させるために、親友を捨ててもいいのかなぁ。友情って、今のあなたに一番

大切なものでしょ？ あなた、まだひろ子さんと話し合ったわけでもないし、大

して深い考えがあるようにも思えないわ。行動する前に、冷静になって、それ

から決めてみて。そうでないと、雄君との関係まで、ゆがんでしまうわよ。それ

じゃまるで、音の濁った“変形トライアングル”よ。そうなってもいいの？ 

ナレーション じっと聞いてくれていた優しいかなえさんからは、想像のつかないキビしい言



葉だった。 

香モノローグ “変形トライアングル”か…。わたしだって、そうなりたくない。ひろ子を傷つける

なんて。でも、このまま行ったら、雄君は、雄君はきっと…。教えて、どうすれば

いいの？（多重エコー） 

 

＜後編＞ 

香モノローグ “変形トライアングル”か…。 

ナレーション かなえさんに、わたしと友人の牛島ひろ子と鈴木雄の三角関係について話し

たら、わたしのこれからの行動によっては、変形したトライアングルのように、

音の濁った状態になるだろうと言われた。わたしは、返す言葉もなく、心の中

で叫んでいた。かなえさんは、庭の色づいたモミジの木を眺めながら、何か考

えているようだった。 

かなえ 香ちゃん。人を好きになるって自然で当たり前のことだわ。それはひろ子ちゃ

んにとってもそうよね。ひろ子ちゃんが、香ちゃんに「わたしも雄君好きなの」っ

て言えないのは、きっとあなたとの友情を考えているからじゃないかしら。 

香 そうかもしれないけど…。 

かなえ 香ちゃんだって、自分で言おうとしなかったのは、そのためじゃないの？ ひろ

子ちゃんとの仲が悪くなるのを恐れてじゃないの？ 

香 ……。 

かなえ どちらかが、祐君との二人だけの付き合いを、つまり恋愛をするとしたら、やは

り、香ちゃんたち、気まずくなるわよね？ でも、その前に、“付き合う”って、

“恋愛”ってどういうことかしら。そこまで考えたことある？ 

香 んー、深くはないけど、結構友達なんかに付き合ってる彼とのこと、聞いたりし

て。割とみんな、好きな人いるんですよね。すると簡単に体も許したりして。 

かなえ そうねぇ。でも、みんながそうだから、“右に倣え”でそうするんじゃないでしょ

う？ でも“そうなりたい”って気持ちは分かるわ。 

わたしが音大に入って間もなく、あるすてきな男性に出会ったの。その人はク

リスチャンで、わたしを最初に教会に誘ってくれた人なの。 

香 かなえさんって、最初からクリスチャンじゃないんだ。 

かなえ （笑って）そりゃそうよ。“生まれてみたらクリスチャン”なんてだれもいないわよ。

わたしの場合は、大学２年の時に信仰を持ったのよ。その人も大学生で、熱心

な人だったわ。わたし、その人を見てて、「神様を信じてる人ってすばらしいな」

って思ったの。どこかほかの男性と違うのよ。教会で接することに、なんて言う

か喜びを感じるようになって、そう、いつの間にか大好きになってしまったの。

教会の中の何人かの女性も、やっぱりわたしのように思っていたでしょうね。

本当に、そういう人だから。その時のわたしも、「お付き合いしてみたいな」って



思ったの。だれにも相談せずに、いえ、神様には相談したわ。「神様のみ心な

らば、彼と交際させてください」ってね。そして手紙を出したの。 

香 ふーん。それで、どうでした？ 

かなえ しばらくして、彼がわたしを呼んで…。そう、礼拝堂でだったわ。 

（音楽） （回顧のブリッジ） 

白石貴夫 呼び出してごめんね。話っていうのは、君がくれた手紙の答えをしなくちゃと思

って。あの手紙、ありがとう。本当にうれしかった。でもね、今、僕、そういう交

際はできないんだ。僕って、正直言って弱い人間だから、気になる女性とかで

きると、もう信仰どころではなくなってしまうんだ。好きな人ができると、どうして

も気を取られるでしょう？ 僕には今、やるべきことがあって、それに一生懸命

で痛いんだ。君も神様を信じているから分かるだろう。神様に仕えたいんだ。

そのために今は、信仰を整えておきたい。交際をしたら、僕は誘惑に負けそう

な紀がするんだ。それは君に対しても失礼なことだし、大体、結婚を前提としな

い恋愛は、ありえないでしょう？ 特に女の人にとってはそうだと思うんだ。だ

から結婚の必要な時が来るまで、いたずらに付き合ったりする、いい加減なこ

とは避けたいんだ。分かってくれるよね？ 

香 …ええ。 

貴夫 君からの手紙、本当にうれしかったよ。でも今、こういう気持ちだから。これも

祈って決めたことなんだ。互いに、信仰の友でいようよ。祈り合って、助け合っ

て、それぞれのなすべきことに励もうよ。君に伝えるために、今手紙書こうかど

うか迷ってたんだけど、やっぱりきちんと口で言わなきゃと思って。 

香 …分かったわ。 

（音楽） （ブリッジ終わり） 

かなえ というわけで、結局は交際を断られてしまったの。 

香 悲しかったですか？ 

かなえ うん。悲しかったのは事実ね。でも、大切なものを教わったわ。 

貴夫 （エコー）結婚を前提としない恋愛は、ありえないでしょう？ 特に女の人にとっ

てはそうだと思うんだ。だから結婚の必要な時が来るまで、いたずらに付き合

ったりする、いい加減なことは避けたいんだ。 

かなえ 彼の真剣さから、その意味がよく伝わってきたの。それまでわたしは、“好き”

っていう感情だけで、お付き合いを考えていたのね。けれど彼はもっと深く、真

剣な態度で受け止めていたのよ。しかもわたしの立場に立ってね。それに彼

は、一生懸命やるべきことがあって、それに向かってまっすぐなんですもの。

わたし、彼の生き方に、なんか近ごろあまり見かけないひたむきさっていうか、

すがすがしいものを感じたわ。 

香 うーん、その人って、いい人ね。かなえさんが好きになるのももっともだわ。 



かなえ （笑い）わたしね、断られたけど、なんか、ますます好きになっちゃったのよ。で

も、それからわたしが望んだのは、彼とのデートやそんなお付き合いじゃなくて、

わたしも、彼のように何か一生懸命になろうってことだったの。 

香 へぇー。そんな風に考えられるのって、うらやましいなぁ。 

かなえ わたし、音大でヴァイオリンやってたでしょう。その時から本気で頑張るように

なったわ。なんのためにって言えば、それはわたしの信じている、そして彼の

信じている神様のためって決心したの。彼の言葉を通して、自分の道を見つけ

たのよ。 

香 かなえさん、今本当にヴァイオリニストだもんね。すごいなぁ。わたしだったら、

落ち込んじゃって、きっと自殺したくなっちゃう。わたし、キリスト教とかってよく

分かんないけど、そういうの聞いてると、神様っているような気がするなぁ。 

かなえ あら、本当に神様はいらっしゃるのよ。わたしね、ヴァイオリンでコンサート開く

時、ただコンサートするだけじゃなく、聖書のお話や、自分がクリスチャンにな

った時のことを、来てくださった方々に話してるの。神様って本当にいらっしゃ

るんだもの、みんなに知ってほしくて。 

香 ふーん。 

かなえ わたしのだんな様も、実は、伝道師といって、そういう仕事をしているのよ。 

香 へぇー、そうなんですかぁ。 

香モノローグ かなえさんの話を聞いていたら、なんだか自分の考えの浅さに気づかされた

ようで、今までのつまんないほど単純だった悩みが吹き飛んでしまった。“自分

はまるで真剣じゃなかったな”って思う。かなえさんが、クリスチャンのその男

性の生き方に、すがすがしさを感じたように、わたしもかなえさんから感じるも

のがあった。 

香 かなえさん、わたし、もっと真剣に考えて、ひろ子とも話し合ってみます。今日

話してくれたこと、とても大切なことだから、ひろ子にも話してあげるの。それか

ら、わたしにもきっと、やるべきことがあると思うから、それも探したいです。か

なえさんのように、自分の道をしっかり見つけたいんです。わたし、かなえさん

のような女性になりたいなぁ。どうしたらそんな風になれるんですか？ 

かなえ あらまあ。面と向かって言われると照れちゃうわね。聖書にこんな言葉がある

のよ。「どのようにして、若い人は自分の道を清く保てるでしょうか。あなたの

言葉に従って、それを守ることです。」（詩篇 119：９） 

香 “あなた”って？ 

かなえ 神様のことよ。 

（効果音） （玄関のチャイム） 

かなえ あら、だんな様のお帰りかしら。ちょっと待っててね。 

香 あ、もうわたし、失礼しますから。 



かなえ はーい、今開けます。 

（効果音） （玄関のドアの開く音） 

かなえ あら、園子ちゃん。お姉さん、来てるわよ。 

園子 はい。あの、迎えに来たんです。母が、「夕食の時間だから呼んできなさい」っ

て。 

香 あ、園子。 

かなえ お出迎えよ。引き止めちゃったわね。 

香 じゃ、もう帰ります。かなえさん、ありがとうございました。なんだかうまく行きそ

うな気がしてきました。 

かなえ そう。頑張ってね。もしよかったら、3 人で教会にいらっしゃいよ。日曜日、中学

生も結構いるのよ。 

香 え、ほんとに？ じゃあ誘ってみようかなぁ。 

かなえ 園子ちゃんもおいでね。 

園子 え？ はい。 

香 あ、かなえさん、最後にひとつだけ、お聞きしていいですか？ 

かなえ どうぞ。 

香 あの、すてきなクリスチャンの方は、その後どうなったんですか？ 

かなえ （くすりと笑う）知りたい？ 

香 ええ、ぜひ。 

かなえ そのすてきなクリスチャンの方は、神学校に入って、伝道師になって、やがて

ヴァイオリニストと結婚しました。 

香 へぇー。…え！ えぇー?! 

園子 何大声出してんのよ、お姉ちゃん。早く。お父さんたち、待ってるわ。じゃ、かな

えさん。さようなら。 

かなえ さようなら。気をつけて帰ってね。 

ナレーション 帰り道、かなえさんの家からヴァイオリンの音が流れてきた。きれいな音だ。

聴きながら、わたしは、さっき話してくれた聖書の言葉を思い出していた。 

香モノローグ 「どのようにして若い人は自分の道を清く保てるでしょうか。あなたの言葉に従

ってそれを守ることです。」神様か…。 

雄 おっ、だれかと思ったら、高藤に園子ちゃん。 

香 雄君！ 驚いたぁ。 

雄 夜道は危険だぜ。 

香 うん。でも近所だから。そうだ、雄君。来週の日曜に教会へ行かない？ 

雄 教会？ なんでいきなり？ 

香 うん、別に。あそこの家のお姉さんに誘われたから。ひろ子も誘おうと思ってん

だ。 



雄 ふーん、教会かぁ。そう言えば、小さいころ日曜学校とか行ってたっけなぁ。ご

ぶさただから、たまには行ってみるか。 

香 よし、決まり。園子、ダッシュで帰ろう。 

園子 うん。 

香 それ！ 

雄 おい、ちょっと。待てよー！ 

ナレーション わたしは、驚いてる雄君の声を背にしながら、「神様、ありがと」と心の中でささ

やいていた――。 

 

 ＜完＞ 


